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コロナ禍で改めて気づかされた
「人間の土台を作る」保育の価値

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
の
中
を
席
巻
し
て
か
ら

早
2
年―

 

保
育
の
現
場
で
働
く
保
育
士
、
子
ど
も
た

ち
、
働
く
親
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。「
三
密
」
に
な
り
や

す
い
環
境
の
保
育
園
で
は
、
集
団
感
染
の
リ
ス
ク
も
高

く
、
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。

で
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
大
切

に
し
て
き
た
「
人
間
の
土
台
を
作
る
」
保
育
の
価
値
に
、

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
、

自
然
の
中
で
仲
間
と
思
い
切
り
体
を
動
か
し
、
五
感
を

フ
ル
に
使
っ
て
遊
ぶ
こ
と
。
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
は
子
ど
も
ら
し
く
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

保
育
士
は
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
親
の
居
場
所
を
つ
く

り
、
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
世
界
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
い
つ
の
日
か
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」

は
や
っ
て
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
後
の
時
代
が
訪
れ
た
と
き
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
今
、

深
刻
化
し
て
い
る
地
球
温
暖
化
。
こ
こ
数
年
は
毎
年
の

よ
う
に
、
日
本
に
大
型
台
風
や
豪
雨
の
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
、
一
因
で
も
あ
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
は
世

界
規
模
の
気
候
変
動
を
引
き
起
こ
し
、
い
ず
れ
は
地
球

や
人
類
の
存
続
を
も
脅
か
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
未
来
を
残
せ
る
の
か
。」
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
私
た
ち
は
そ
ん
な
問
い
を
突
き
つ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
未
来
に
つ
い
て
考
え
、
社
会
を
よ
り
良
く
し
て
い

き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、

日
本
中
の
仲
間
の
元
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
普
及
へ
の
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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お
知

らせ

両面印刷
になりました

2021年版
から



今のコロナのある世界で、いろんなことが目まぐるしく変わっていく／変えさせられていく中、それでもたゆ

まず日々、ちいさなひとたちと向き合っている保育の現場のあなたへ、初めてお便りいたします。

金沢の隣町に住む私は、毎水曜の午後、「紅茶の時間」という誰でもどうぞの場を家でひらいています。娘が0

歳の時に始めて38年。最初の数年は赤ちゃん連れのお母さんが次つぎ来て、さながら親も一緒の未満児保育

園のよう。その子たちが園や小学校に行き出すとだんだんはやらなくなり、それでも毎週誰かしらやってきて

「紅茶」は今も続いています。

そうなってからの紅茶にはなぜか、心に苦しいものをかかえた人も訪ねてくるようになりました。「元気で前向

きな時は行けるとこいっぱいあるけど、そうでない時、行ける場所がありそうでないの。紅茶があってよかった」

とある人に言われて、紅茶って元気のない時にも来れる場所なんだ、と初めて知りました。自分のしてることは

自分じゃ見えないので、教えてもらってやっと気づけます。

紅茶で出逢うそんな一人ひとりを、どうしたら大切にできるだろうと考えた時、シンプルな３つのことに思い

当たりました。１つ、来た人にまずお茶をいれる。２つ、その人が胸のうちを話したいならまっすぐな耳で聴く。き

もちを「話す」は「放す」に通じてるから、放せないままだと心は便秘して益々しんどくなりますものね。３つ、その

人のいいところを見つけたら言葉にして伝える。この「いいところ」は、何々ができるからすごい、ってことじゃな

くて、その人の誠実さやていねいさ、まっすぐなとこ、裏表のないところ、そばにいるとほっとする、安心できる、

などなど、多分その人自身には見えてなさそうな、その人の持っているいいところのことです。

この３つを心がけながら思うこと。今の社会、どうしてこんなにも目に見える結果、成果といったDo的価値だ

けで人がはかられ、その人が居る、在る、という一人ひとりのBeがないがしろにされているんだろう。どんな人

も「身の丈に認めてもらいたい」という願いを持って懸命に生きているのにな。

13年前、『ほめ言葉のシャワー』という小冊子を母娘でつくりました。当時、娘はひきこもりの真っ最中で、自

分を好きになれず、そのままでいいと認めることもできずにいましたが、冊子をつくる中で自分と向き合わざる

を得なくなり。その結果、いま何もできずもがいている自分だけど、私が私であるというこの存在はほかの誰と

もとりかえることはできない、という根源的なことに気づいたそうです。その発見を冊子のコラムに綴った娘

が、「すべて国民は、個人として尊重される」から始まる憲法13条とのちに出逢った時、どれほどうれしく、勇気づ

けられたか。自分の発見が13条とぴったり重なっている！と感じた娘は、13条をやさしい日本語に訳しました。

̶私はほかの誰ともとりかえがきかない／私は幸せを追い求めていい／私は私を大切と思っていい／あな

たもあなたを大切と思っていい／その大切さは行ったり来たり／でないと平和は成りたたない。

この訳を知って以来、一人ひとりのBeを認める13条がすごく身近になりました。紅茶で私のしている３つが相

手を尊重することで、「誰もが身の丈に認めてもらいたいと願って生きている」はそのまま、13条の謳う「人権」

だったことに気づいたのです。おとなにも、コロナでたくさんの我慢を強いられているちいさなひとにも、等しく

ある13条の価値。もっと多くのみんなが知って、13条が一人ひとりの自分ごとになるといいなと願っています。

私の若い友人、長瀬正子さんが出した絵本『子どもの権利と新型コロナ』は、国連子どもの権利委員会がコ

ロナ禍で出した声明を、やさしい日本語にしたものですが、ちいさなひとには憲法よりもこの絵本にある子ども

の権利条約の方が親しみやすいでしょうか。「子どもの心がほぐれたり休めたりすること」「おいしくて栄養のあ

るごはん」「子どもにわかりやすいコロナの説明」「どんなときも子どもの声を聴く」といった子どもと共にある姿

勢と言葉で、子どもたちに、休む権利、遊ぶ権利、意見を言う権利、知る権利などがあることを教えてくれていま

す。ちいさなひと自身が、自分は大切にされる存在だと幼いころから知ることは、尊厳という目には見えない大

切なものの種まきに、きっとなっていくと思います。

自宅で語り合いの場をひらきながら、憲法のおはなし出前で全国どこへでも行くスウさん。昨年は、東海地区・恵の実保育園主催の憲法学習
会へも。子育て中、一番頼りにしていたのが「さくら・さくらんぼ保育園」の本たちで、1984年には７カ月がかりで「さくらんぼ坊や」全巻の上映
会を「紅茶の時間」で。保育カレンダーも愛用していたというスウさんに、今回、保育カレンダーへの応援メッセージを寄稿していただきました。
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※『子どもの権利と新型コロナ』はちいさなとびら発行。通信販売http://mai -works .com

※

■ カレンダーへのご意見・ご感想は編集委員会までお寄せ下さい。TEL 0533-65-9803　FAX 0533-84-9777　Eメール:hoikuen.enomi@gmail.com


